
第193号
平成28年5月1日矢板

市議会
だより

第339回 3月定例会 平成28年度一般会計予算案などを可決第339回 3月定例会 平成28年度一般会計予算案などを可決

目 次
2
4
6

10
13
14

矢板市の「お財布」事情
2016年度 新事業紹介
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何に使うの？
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14万6500円

予算を家計に例えると？

収 入

27万6900円給与

13万400円

諸手当
 （地方交付税、国・県支出金）

2万3100円銀行からのローン （市債）

内 訳

合計

6万8600円

4万8900円

2万9000円

8万1000円

3万9100円

2万5900円

7500円

30万円

支 出

食費 （人件費）

ローンの返済 （公債費）

光熱費や電話代などの生活費
 （物件費・補助費・維持補修費）

子どもへの仕送り
 （他会計への繰出金）

家の増改築 （普通建設事業費）

貯金など （積立金など）

一般会計の予算を、月に30万円の家計に置き換えて説明いたします。

家族の医療費 （扶助費）

扶助費は医療の給付費など福祉や医療にかかる費
用で、支出全体の約４分の１（23％）を占める
とともに、毎年上がっています。

基本給
 （市税などの自主財源）

市税など自主財源が昨年に比べてダウン。
諸手当でまかなっている状況です。効果的、効
率的なお金の使い方になっているのか、しっかり
チェックして参ります。

「家族の医療費（医療給付などの扶助費）」、「食費（人件費）」、「ローンの返済（公債費）」
の３つは「義務的経費」と言われていて、削減することが非常に難しいお金です。
矢板市だけではなく、全国的に義務的経費が増えている状況で、義務的経費がさらに
増えると、新しい施策に使えるお金がどんどん減っていきます。
今年は「家族の医療費（扶助費）」の支出がとても増えると見込んでいます。
医療費を下げられるよう、“元気で健康に！”生活していきましょう！

合計 30万円
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126億2000万円 
各種交付金
7億6100万円 
6％　　　　　　　　

市債
9億7180 万円 
7.7％

市税
44億8967万円
35.6％

議会費
1億6124万円
1.3％

総務費
13億
8229万円
11％ 

民生費
49億8832万円
39.5％ 

衛生費
7億9181万円
6.3％

農林水産業費
6億4417万円
5.1％ 

商工費
3億7815万円
3％

土木費
12億3855万円
9.8％

教育費
12億6502万円 
10％

公債費
12億2072万円 
9.7％

その他
5億
4973万円
4.3％

その他
14億
5268万円
11.5％

地方交付税
21億5000万円
17％

国庫支出金
17億89万円
13.5％

52.9％

47.1％

県支出金
10億
9396万円
8.7％

今年度

前年度

今年度

前年度

126億2000万円 

27億9520万円 45億1980万円 3億3320万円 5680万円

24億7480万円 44億8270万円 3億3620万円 5500万円

8億5160万円 1730万円 1億9770万円 11億6770万円

8億7580万円 1760万円 1億9320万円 11億3920万円

お給料はいくら？
何に使うの？

●自主財源／市税など自らの権限で徴収・収納できる財源。●依存財源／国や県を経由する財源で使途や自治体の
裁量が制限されているもの。●地方交付税／財源に恵まれた自治体と財源不足に苦しむ自治体間の財政不均衡を是
正する事を目的とし、国から交付されるもの。使い道は自由。
●支出金／国や都道府県から、特定の事業を促進する目的で使途を指定して交付するもの。
●総務費／市の運営や市職員の給与などにかかる経費。●民生費／高齢者福祉や児童福祉、生活保護などにかか
る経費。●公債費／市債の返済にかかる経費。

2016年3月24日
可決成立
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!

3700万円
小中一貫教育
推進事業 363万円

※写真は全て許可をいただき、泉中学校ホームページから転載させていただいております。ご協力、ありがとうございました。

!!!!!議会としてのCheck議会としてのCheck
「矢板市を元気にする！」矢板市勢の発展、そして、「矢板に暮らせて良かっ
た！」という住民福祉の向上という同じ目的のため、行政も議会も、存在し
ています。
議会としては、その目的を達成するための事業について支援するとともに、
どのように予算が使われるのか？目的達成のために過不足はないのか？どの
くらい進捗しているのか？など、事業のチェックをしっかり進めて参ります。

922万円

泉地区で特色ある教育の推進
泉地区の小中一貫教育推進事業として、教科指導、特に英語・数学（算数）を
強化します。
また、土曜日にも学習教室を開催し、学力向上を図り、特色ある教育活動を、
さらに推進します。

下り出入口

矢板北 PA

（
主
）矢
板
那
須
線

至福島 至那須塩原

至矢板中心市街地至東京

東
北
自
動
車
道

上り出入口

（仮称）
矢板北スマートIC
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?何に使うの

城の湯温泉センター
改修事業 2億9340万円

２号館をトレーニングルームに改修！
１号館を入浴施設専用に。２号館にはマシンを備えたトレーニングルームや
スタジオを整備します。
また、温泉センター北側のふれあい館周辺に駐車場（78台分）とグラウンド
ゴルフ場（3837m²）を設置し、健康増進施設に改修します。

上／全体イメージ図
左／トレーニングルーム
下／新設されるサウナ

お金を
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3月定例会（3月4日～24日）の審議結果
議案番号 件　　　　　名 賛成・反対 議決結果

平成28年度一般会計予算などを議決致しました。

原案可決
全会一致で
賛成

矢板市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

27

28
29
30

追加議案第1号

追加議案第2号

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

矢板市東日本大震災復興推進基金条例の廃止について

財産の減額貸付について

工事委託契約の変更について

平成27年度矢板市一般会計補正予算（第6号）

平成28年度矢板市一般会計補正予算（第1号）

平成28年度矢板市一般会計予算

平成28年度矢板市介護保険特別会計予算

平成28年度矢板市国民健康保険特別会計予算

平成28年度矢板市後期高齢者医療特別会計予算

平成28年度矢板市農業集落排水事業特別会計予算

平成28年度矢板市公共下水道事業特別会計予算

平成28年度矢板市コリーナ矢板排水処理事業特別会計予算

平成28年度矢板市木幡宅地造成事業特別会計予算

平成28年度矢板市水道事業会計予算

平成27年度矢板市一般会計補正予算（第5号）

平成27年度矢板市介護保険特別会計補正予算（第4号）

平成27年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

平成27年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

平成27年度矢板市公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）

平成27年度矢板市木幡宅地造成事業特別会計補正予算（第2号）

平成27年度矢板市水道事業会計補正予算（第3号）

矢板市職員の降給に関する条例の制定について

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

矢板市消費生活センター設置条例の全部改正について

矢板市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について

矢板市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について

矢板市長等の給料及び期末手当の特例に関する条例等の一部改正について

矢板市職員の給与に関する条例等の一部改正について

矢板市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

矢板市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

第339回
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第19号

議
案
を
こ
の
よ
う
に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会 

審
査
レ
ポ
ー
ト

総務厚生
常任委員会
◎和田安司　〇小林勇治
　髙瀬由子　　櫻井惠二
　関由紀夫　　石井侑男
　中村有子　　大島文男

平
成
27
年
度
矢
板
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

概
要　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
０

１
９
万
１
千
円
を
追
加
計
上
し
、
予

算
総
額
を
３
億
４
９
５
３
万
７
千
円

に
補
正
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

矢
板
市
職
員
の
降
給
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

概
要　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独

立
行
政
法
人
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

概
要　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

整
備
を
行
う
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。
こ
れ
ま
で
異
議
申

立
て
と
審
査
請
求
の
二
つ
に
分
か
れ

て
い
た
不
服
申
立
て
制
度
が
審
査
請

求
に
一
本
化
さ
れ
る
改
正
な
ど
が
含

ま
れ
る
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

平
成
27
年
度
矢
板
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

概
要　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
６
８

０
万
円
を
追
加
計
上
し
、予
算
総
額
を

１
３
３
億
５
０
３
０
万
円
に
補
正
す
る

も
の
。歳
入
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
な
ど
を
追
加
計
上
し
、歳
出
で
は
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
た

矢
板
時
間
配
信
事
業
、温
泉
セ
ン
タ
ー

施
設
運
営
事
業
な
ど
を
追
加
計
上
す

る
。

質
疑　

城
の
湯
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
同
様
の
器
具
を
揃

え
る
と
い
う
こ
と
か
。

説
明　

お
見
込
み
の
と
お
り
。

質
疑　

同
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
運
営
に
当
た
り
、
施
設
利
用

に
つ
い
て
は
利
用
者
に
相
応
の
負
担

を
求
め
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

説
明　

利
用
者
に
は
応
分
の
負
担
を

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
条
例
制
定
も
必
要
と
な
る
の

で
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

平
成
27
年
度
矢
板
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

概
要　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
９

６
７
万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
27
億
７
９
９
２
万
２
千
円
に
補

正
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

平
成
27
年
度
矢
板
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）

概
要　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
４

１
２
万
６
千
円
を
追
加
計
上
し
、
予

算
総
額
を
46
億
３
０
８
１
万
２
千
円

に
補
正
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

矢
板
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

概
要　

消
費
者
安
全
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
事
項
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
整
備

を
行
う
た
め
、
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

矢
板
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

概
要　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独

立
行
政
法
人
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行

う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

矢
板
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

矢
板
市
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

矢
板
市
長
等
の
給
料
及
び
期
末

手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第11号

第10号

第13号第17号

第20号第21号第22号

第12号

第18号

第23号
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矢
板
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

概
要　

平
成
27
年
人
事
院
勧
告
に
よ

り
、
国
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、市
議
会
議
員
、市
長
、

副
市
長
、教
育
長
及
び
本
市
職
員
に
つ

い
て
も
国
に
準
じ
た
改
定
を
行
う
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

質
疑　

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
財
政
的

影
響
に
つ
い
て
問
う
。

説
明　

職
員
構
成
も
違
っ
て
く
る
が
、

平
成
27
年
度
分
は
、約
９
０
０
万
円
の

増
と
な
る
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

矢
板
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

概
要　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、所
要
の
整

備
を
行
う
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

矢
板
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

矢
板
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

概
要　

介
護
保
険
法
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
の
公
布
に
伴
い
、所
要
の
整

備
を
行
う
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

矢
板
市
東
日
本
大
震
災
復
興
推

進
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

概
要　

東
日
本
大
震
災
復
興
推
進
事

業
の
完
了
に
伴
い
、条
例
を
廃
止
す
る

も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

財
産
の
減
額
貸
付
に
つ
い
て

概
要　

旧
長
井
小
学
校
校
舎
の
賃
貸

借
契
約
が
、平
成
28
年
３
月
31
日
で
満

了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、引
き
続
き
、

校
舎
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

福
祉
の
向
上
、地
域
の
活
性
化
及
び
雇

用
の
創
出
等
を
図
る
た
め
、減
額
貸
付

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、法
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

平
成
28
年
度
矢
板
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

概
要　

平
成
28
年
４
月
10
日
に
執
行

さ
れ
る
矢
板
市
長
選
挙
、栃
木
県
議
会

議
員
補
欠
選
挙
、矢
板
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
に
係
る
経
費
と
し
て
、歳
入
歳

出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
３
５
０
万
円
を
追

加
計
上
し
、予
算
総
額
を
１
２
６
億
３

３
５
０
万
円
に
補
正
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

平
成
27
年
度
矢
板
市
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

概
要　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
７

８
０
０
万
１
千
円
を
減
額
し
、予
算
総

額
を
７
億
９
９
２
０
万
１
千
円
に
補

正
す
る
も
の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

平
成
27
年
度
矢
板
市
木
幡
宅
地

造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

概
要　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４

５
０
万
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
１

億
９
４
７
０
万
円
に
補
正
す
る
も
の
。

質
疑　

保
留
地
に
つ
い
て
、22
区
画
予

定
し
た
う
ち
、販
売
済
み
は
５
区
画
と

い
う
こ
と
だ
が
、引
き
合
い
等
の
状
況

は
。

説
明　

残
る
17
区
画
の
う
ち
２
区
画

が
交
渉
中
で
あ
り
、年
度
内
に
は
売
れ

る
見
込
み
。
15
区
画
残
る
が
、
値
段

等
も
検
討
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
行
い
販

第24号

第14号

追加議案
第2号

第15号

第26号第27号第28号第29号

経済建設文教
常任委員会
◎宮本妙子　〇伊藤幹夫
　藤田欽哉　　佐貫　薫
　中村久信　　大貫雄二

第25号

総務厚生常任委員会の審査
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売
に
努
め
て
い
き
た
い
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

平
成
27
年
度
矢
板
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

概
要　

収
益
的
支
出
に
お
い
て
、営
業

費
用
か
ら
60
万
９
千
円
を
減
額
し
、水

道
事
業
費
用
総
額
を
６
億
９
７
５
３

万
９
千
円
に
、資
本
的
支
出
に
お
い

て
、建
設
改
良
費
に
17
万
５
千
円
を
追

加
計
上
し
、資
本
的
支
出
総
額
を
４
億

５
０
９
９
万
５
千
円
に
補
正
す
る
も

の
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

工
事
委
託
契
約
の
変
更
に
つ
い

て

概
要　

第
３
２
９
回
矢
板
市
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、議
案
第
１
号
と
し
て

議
決
を
経
た
工
事
委
託
契
約（
矢
板
市

水
処
理
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
工
事
）の

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

質
疑　

補
助
金
に
頼
ら
ず
市
単
独
の

予
算
で
事
業
費
を
賄
う
の
は
難
し
い

部
分
が
あ
る
が
、補
助
金
を
万
が
一
満

額
取
れ
な
か
っ
た
場
合
の
財
政
措
置

を
考
え
て
お
く
必
要
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

説
明　

施
設
の
場
合
、先
送
り
は
な
か

な
か
難
し
い
。県
に
も
強
く
推
し
て
い

る
の
で
、翌
年
は
な
ん
と
か
補
助
金
を

つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
て

い
く
。

採
決
の
結
果　

全
会
一
致
で
可
決

第16号第30号

請願・陳情の審議結果
陳情番号 件　　　　　名 提出者 ※敬称略 所管委員会 議決結果

号11第 公共下水道から市設置型個別合併浄化槽転換の陳情 成田ハッピーハイランド
自治会会長　掛下　法示 経済建設文教 継続審査

お問い合わせ先：議会事務局　T E L : 4 3 - 6 2 1 6

請願書様式
（表　紙）
　○○○○○に関する請願書
　　　紹介議員　氏　　　　名○
（内　容）
　件　名　○○○○○に関する請願
　要　旨　…………………………………
　理　由　…………………………………
　　地方自治法第１２４条の規定により、
　上記の請願書を提出します。
　　平成　　年　　月　　日
　請願者（代表）
　　住　所
　　氏　名　○○○○　○
　　（連名のときは末尾に署名簿を添え、ここ
　　には代表者を記載し、ほか何名とする。）
　　矢板市議会議長　　　　　　様

印

印

陳情書様式
（表　紙）
　○○○○○に関する陳情書
（内　容）
　件　名　○○○○○に関する陳情
　要　旨　…………………………………
　理　由　…………………………………
　　平成　　年　　月　　日
　陳情者（代表）
　　住　所
　　氏　名　○○○○　○
　　（連名のときは末尾に署名簿を添え、ここ
　　には代表者を記載し、ほか何名とする。）
　　矢板市議会議長　　　　　　様

印

請願・陳情は、こんな方法で
請願・陳情は、市民の皆さまの要望を市政に反映させるための制度です。
請願書・陳情書を提出する方は、以下の要領でご持参ください。

・用紙サイズはA4版。右の様式に準じて日本語で作成してください。
■様式

・簡単な趣旨、理由、提出日、請願者（陳情者）の住所、氏名を記載し、押印の
上、ご提出ください。
※請願書には、必ず1人以上の紹介議員（矢板市議会議員）の署名、または記
名押印が必要です。陳情書には紹介議員は必要ありません
※道路や水路等の場合は、地図の写しや略図を添付してください

■内容

・定例会（3月、6月、9月、12月）開会日の10日ぐらい前までにご提出ください。
　市役所が閉庁のときを除き、いつでも受け付けています。

■受付期日

経済建設文教常任委員会の審査
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3/7・8
市政の課題や将来の展望についてただす一般質問。
3月議会では、5人の議員が質問をしました。
「矢板を良くしたい！」
各議員の熱い思い、ご一読ください。

［今回の質問］
1．

2.

3.

4.

5.

矢板市まち・ひと・
しごと創生総合戦略
について
（仮称）とちぎフット
ボールセンターの
整備について
ふるさと納税制度
について
矢板市こどものひろ
ばについて
電力小売り全面自由
化への対応について

石井 侑男 議員

質
問

答
弁

　

ま
ち
の
活
性
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
本
市
に
と
っ
て
、地
方
創
生
交
付
金
の

活
用
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、全
力

で
地
方
創
生
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考

え
る
が「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」

「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」の
活
用
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

　

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
新
た
な
観

光
ス
タ
イ
ル
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」を
総
合
戦
略
に
お
け
る
重
要
施
策

と
位
置
付
け
、こ
の
事
業
展
開
に
加
速

化
交
付
金
を
活
用
す
る
。地
方
創
生
推

進
交
付
金
に
つ
い
て
は
、総
合
戦
略
を
担

保
す
る
財
源
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、今
後
、申
請
に
必
要
な
地
域
再
生

計
画
の
作
成
に
取
り
組
む
。

質
問

答
弁

　

総
合
戦
略
に
お
け
る
重
要
施
策
と

位
置
付
け
ら
れ
、市
民
の
期
待
も
大
き

い
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
だ
が
、多
額
の

整
備
費
を
要
し
、完
成
後
の
維
持
管
理

に
も
大
き
な
負
担
が
見
込
ま
れ
る
。市

財
政
の
ひ
っ
迫
要
因
と
な
ら
ぬ
よ
う
、的

確
な
整
備
方
針
が
求
め
ら
れ
る
が
、当

局
の
見
解
を
問
う
。

　

市
を
挙
げ
て
の
誘
致
活
動
が
、候
補

地
選
定
に
繋
が
っ
た
。ま
ず
は
市
民
各

位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

今
後
、平
成
31
年
度
の
供
用
開
始
に

向
け
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
は
じ
め
、公
の

利
益
に
つ
な
が
る
役
割
を
担
う
、ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
す
る
が
、

相
応
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
た
め
、財

政
状
況
に
十
分
配
慮
し
、整
備
及
び
運

営
に
当
た
り
た
い
。

「
地
方
創
生
交
付
金
」の
活
用
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つい
て

市勢発展のために！ 
「一般質問」報告

問問う。う。
市政を
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質
問

答
弁

　

定
住
促
進
施
策
の一環
と
し
て
、奨
学

金
を
活
用
し
、大
学
に
進
学
し
、卒
業

後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
矢
板
市
に
就
職
す

る
人
た
ち
に
、奨
学
金
の
返
済
免
除
や
、

減
免
す
る
制
度
設
置
、活
用
に
つ
い
て
問

う
。

　

若
い
世
代
の
定
住
促
進
に
は
有
効
な

手
段
だ
と
考
え
る
が
、今
後
は
、先
進
地

の
状
況
や
、国
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、調
査
研
究
を
し
て
行
き
た
い
。

［今回の質問］

1．

2.

3.

4.

ふるさと納税に
ついて

下水処理場のノロ
ウイルス対策に
ついて

看取りについて

Ｕターン「奨学金」
について

伊藤 幹夫 議員

質
問

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
地
方
創
生
を
実
現

し
、よ
り
一
層
の
ふ
る
さ
と
納
税
収
入
を

拡
大
す
る
た
め
に
も
、実
績
を
把
握
し

た
上
で
、今
後
の
事
業
発
展
の
た
め
の
市

と
し
て
の
方
針
を
問
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つい
て
問
う
。

定
住
促
進
と
し
て
奨
学
金
の
活
用
を
。

答
弁

　

２
月
末
時
点
で
、２
０
０
０
件
以
上

の
申
し
込
み
が
あ
り
、金
額
が
５
３
０

０
万
円
以
上
、昨
年
比
２
５
０
倍
以
上

の
実
績
が
あ
り
、商
品
別
に
は「
い
ち

ご
」、「
と
ち
ぎ
和
牛
」が
６
割
以
上
を

占
め
る
。

　

今
後
、電
化
製
品
な
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
強
い
品
揃
え
を
検
討
し
、市
内
の
産

業
活
性
化
に
努
め
て
参
り
た
い
。

［今回の質問］

1．

2.

3.

地域包括支援セン
ターについて

救急医療について

スポーツカレッジ
について

関 由紀夫 議員

質
問

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
配
置
に

つ
い
て
は
、人
口
規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
、地

理
的
条
件
等
か
ら
、特
定
の
生
活
圏
域

に一つ
の
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
望
ま
れ
て
い

る
。現
在
、「
地
域
包
括
ケ
ア
会
議
」に

お
け
る
、新
規
事
業
所
設
置
に
関
す
る

進
捗
状
況
に
つい
て
伺
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つい
て
。

医
療
機
関
の
充
実
に
つい
て
問
う
。

答
弁

　

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
に
お
い
て
業
務
委
託
法
人
を
公

募
・
選
定
し
、
運
営
協
議
会
の
承
認

を
受
け
て
決
定
す
る
。
決
定
後
は
、

市
民
へ
の
周
知
の
ほ
か
、
行
政
区
長
、

民
生
委
員
な
ど
の
関
係
者
や
関
係
団

体
と
の
連
携
が
図
れ
る
よ
う
、
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
。

質
問

　

県
に
お
い
て
は
、国
際
医
療
福
祉
大

学
塩
谷
病
院
は
、公
的
な
医
療
機
関
で

は
な
い
が
、こ
れ
に
準
ず
る
医
療
機
関
と

し
て
捉
え
て
い
る
と
し
、県
が
人
事
権
を

持
つ
医
師
の
派
遣
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、本
市
か
ら
県
へ
は
ど
の

よ
う
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

具
体
的
な
現
状
に
つい
て
伺
う
。

答
弁

　

市
と
し
て
こ
れ
ま
で
も
要
望
し
て
き

た
が
、昨
年
７
月
に
、改
め
て
県
に
対
し

修
学
資
金
貸
与
制
度
等
に
お
け
る
募

集
人
数
の
増
加
な
ど
、制
度
の
拡
充
や

延
伸
を
図
り
、自
治
医
科
大
学
、獨
協

医
科
大
学
地
域
枠
を
利
用
さ
れ
、既
に

修
学
さ
れ
た
医
師
を
矢
板
市
の
医
療

機
関
に
積
極
的
に
派
遣
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、要
望
し
て
い
る
。

※こちらの本文は、質問者本人が作成しています。こちらでご紹介しているのは一般質問の一部で、すべての内容は矢板市議会ホームページで6月10日（金）よりご覧いただけます。
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［今回の質問］

1．

2.

3.

ポイント制導入による共生
社会・幸齢社会づくり
－「生きがい日本一」を
めざして－

交流人口増から定住促進へ
－「訪れてみたい矢板」から
「住んでみたい矢板」へ－

矢板創生－矢板にとってプラ
スになる「ひと」づくり－

髙瀬 由子 議員

質
問

答
弁

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
で
、市
民

力
U
P
、生
き
が
い・「
学
び
の
場
」・「
気

づ
き
の
場
」づ
く
り
、医
療
費
削
減
を

図
って
は
い
か
が
か
。

　

来
年
度
か
ら
、介
護
施
設
等
で
活
動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、社
会
参
加
等

を
目
的
と
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
活
動

を
行
っ
た
高
齢
者
の
方
に
、実
績
に
応
じ

て
交
換
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

通
称「
お
元
気
ポ
イ
ン
ト
事
業
」を
実

施
す
る
。ポ
イ
ン
ト
は
千
円
単
位
の
交

付
金
、城
の
湯
温
泉
回
数
券
への
交
換
の

ほ
か
、寄
付
な
ど
を
検
討
中
。健
康
寿

命
延
伸
を
目
的
と
し
、市
民
力
U
P
、

医
療
費・介
護
費
用
削
減
を
図
る
。

質
問

答
弁

　

地
域
で
子
ど
も
達
を
見
守
り
育
て
る

な
ど
、育
成
会
や
ボ
ー
イ・ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
活
動
を
推
奨
し
、学
校
教
育
で
不
足

す
る
部
分
を
補
って
は
い
か
が
か
。

　

育
成
会
活
動
は
、異
年
齢
の
子
ど
も

同
士
や
大
人
が
触
れ
合
う
大
切
な
機

会
。小
中
学
生
一
人
に
つ
き
１
０
０
円
の

補
助
で
加
入
促
進
を
図
る
。

　

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
世
代
間
交

流
、社
会
活
動
な
ど
に
有
益
な
ボ
ー
イ・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
活
動
も
支
援
す
る
。

　

さ
ら
に
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ド
も
活
用
し
、

郷
土
愛
を
育
み
、社
会
性
や
豊
か
な
人

間
性
、た
く
ま
し
く
生
き
る
力
が
身
に

つ
く
よ
う
行
政
と
地
域
全
体
で
取
り
組

む
。

質
問

答
弁

　

次
期
環
境
施
設
の
稼
働
開
始
が
遅

れ
た
場
合
の
影
響
に
つい
て
問
う
。

　

稼
働
開
始
が
遅
れ
た
場
合
、ご
み
処

理
の
外
部
委
託
等
が
必
要
で
、ご
み
を
一

か
所
に
集
め
、搬
出
す
る
た
め
に
、ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド（
保
管
施
設
）を
新
た
に

設
置
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。現
施
設

の
処
理
費
用
で
市
の
負
担
コ
ス
ト
は
、年

間
約
２
億
４
８
０
０
万
円
。遅
延
の
場

合
、現
単
価
で
の
試
算
で
搬
出
先
の
状

況
で
も
変
動
す
る
が
、ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

建
設
等
を
除
き
、ご
み
処
理
委
託・運
搬

の
み
の
費
用
で
も
、市
の
負
担
コ
ス
ト
は

年
間
約
３
億
７
８
０
０
万
円
。よ
っ
て
、

稼
働
遅
延
の
場
合
の
コ
ス
ト
増
は
、年
間

約
１
億
３
０
０
０
万
円
に
上
る
。

ポ
イ
ン
ト
制
で
市
民
力
Ｕ
Ｐ
＆
医
療
費
削
減
。

ボ
ー
イ
・ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
活
動
推
奨
！

［今回の質問］

1．

2.

「自立」するための
第一歩、「自ら収入
を増やす」戦略に
ついて～シティプ
ロモーション強化
から交流人口増、
定住人口増へ～

次期環境施設の
今後と影響
について

佐貫 薫 議員

質
問

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
の
た
め

に「
既
存
施
策
の
整
理
」と「
強
化
戦
術

の
策
定
と
実
施
」が
必
要
。ま
た
、新
規

施
策
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
泉

地
区
の「
美
し
い
村
」連
合
へ
の
加
入
を

提
言
す
る
。

矢
板
に
来
て
い
た
だ
く
情
報
戦
略
強
化
と

次
期
環
境
施
設
の
今
後
に
つい
て
問
う
。

答
弁

　

現
在
、
確
固
た
る
情
報
戦
略
が
出

来
て
お
ら
ず
、
有
効
な
情
報
が
届
け

ら
れ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
今
後
は
、

媒
体
の
特
性
、
使
わ
れ
方
等
を
検
証

し
、
施
策
の
整
理
、
強
化
を
す
る
。

　

新
規
施
策
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
温
泉
等

の
癒
し
を
組
み
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
次
年
度
の
目
玉
事
業
と
し
、

交
流
人
口
増
を
推
進
す
る
。「
美
し
い

村
」
連
合
へ
の
加
入
は
、
今
後
の
研
究

課
題
と
す
る
。

※こちらの本文は、質問者本人が作成しています。こちらでご紹介しているのは一般質問の一部で、すべての内容は矢板市議会ホームページで6月10日（金）よりご覧いただけます。
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Yaita City Council News

矢板市議会ニュース
フットボールセンター誘致決定！ご協力、ありがとうございました。
　2016（平成28）年２月29日、「（仮
称）とちぎフットボールセンター」の候
補地として、矢板市と小山市の2か
所が選定されました。矢板市は、最
も早く誘致に名乗りを挙げ、「市民
の会」を設立し、32000人の方々の
ご署名を集め、栃木県サッカー協

会長へ提出しました。
　議会としても、県北４市４町
（大田原市、那須塩原市、さくら
市、那須烏山市、塩谷町、高根沢
町、那須町、那珂川町）への支援
要請、栃木県サッカー協会への
要望書の提出など、迅速に積極的

に、進めて参りました。
　市が一丸となった誘致活動が実
を結びました。皆さまのご協力、本
当にありがとうございました。今年度
より力を注ぐ「スポーツツーリズム」
の拠点としての活用のためにも、議
会も支援して参ります。

　2015年４月に矢板市議会基本条例を施行し、開かれた議会を実現するため、2015年11月に矢板市議会初の「議
会報告会・意見交換会」を開催させて頂きました。以来、頂いたご意見・ご提言、議会傍聴アンケートのご意見・ご提案
に対して、頂いた翌月末に矢板市議会ホームページ上で回答をさせて頂いております。ご覧頂く方法、ご意見・ご提言
をお寄せ頂く方法について、ご紹介致します。

過去のご意見・ご提言と回答をご覧頂く方法

議会へのご意見・ご提言をお待ちしております。

宛先
•Email：gikaijimukyoku@city.yaita.tochigi.jp
•Fax：0287-44-1100
•封書など：〒329-2192　矢板市本町5-4　矢板市議会事務局あて
メール、ＦＡＸ、封書、おはがきなど何でも結構ですので、上記の宛先まで、ご意見・ご提言をお寄せください。
頂いた翌月末にご回答させていただきます。
※個人や組織などへの誹謗中傷となる可能性のあるご質問・ご意見は、報告書ではご紹介しておりません。

①矢板市議会ホームページから、左メニューの
「議会へのご意見とご回答」をクリック。

②「議会へのご意見とご回答」ページに「1. 議会傍聴
アンケートへのご回答」、「2. ご意見・ご提言のご回
答」の報告書をまとめております。
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ぜひ、傍聴にお越しください。
なお、日程等が変更となる場合がございますので、議会事務局にお問い
合わせください。（TEL.43－6216）

5月～8月の議会スケジュール（予定）
5月 18日 全員協議会

6月 10日 全員協議会、定例会開会
 13日～15日 一般質問
 16日～20日 常任委員会
 23日 全員協議会、定例会閉会

7月 20日 全員協議会

8月 18日 全員協議会
3月

2月～4月の議会日誌

塩谷広域行政組合議会全員協議会・定例会
 （矢板市）
全員協議会、議員会、
議会改革推進特別委員会
議会広報広聴委員会
県北五市議長会議 (矢板市)
議会運営委員会

2月
9日

17日

23日
25日

　　　第339回市議会定例会
議会運営委員会、議員会
全員協議会
議会広報広聴委員会
議会広報広聴委員会
新笠間市誕生10周年記念式典 （笠間市）
全員協議会、議員会
議会広報広聴委員会
片岡駅西口通り開通式

4日
4日

7日
17日
19日
24日

30日

～24日

「これまで」と「これから」
 議会の動きをご報告 矢板市議会 スケジュール帳

◎佐貫　薫　〇和田安司　〇宮本妙子
　髙瀬由子　　伊藤幹夫　　小林勇治
　中村久信　　中村有子

※◎は委員長、〇は副委員長

「フットボールセンター」誘致成功！！
遠藤前市長の「市民力アップ！」の掛け声のもと、市民の皆さま、行政、
議会、市外・県外の皆さまが一丸となって取り組んだ成果です。たく
さんのご署名とサッカー関係者の皆さまの寄せ書きなど、本当にあり
がとうございました。
これから「東京オリンピック」「栃木国体」など矢板市にとって重要な
局面を迎えますので、さらに一致団結して参ります。一緒に矢板を元
気にしていきましょう！　　　　　　　　　　　　　　（髙瀬 由子）

編 集 後 記

※次号（第194号）は8月1日発行予定です。

「矢板市議会だより」について、ご感想・ご意見をお待ちしております。
FAX（0287-44-1100）、封書など（〒329-2192 矢板市本町5-4 矢板市議会
事務局あて）、Email（gikaijimukyoku@city.yaita.tochigi.jp）

4月
議会運営委員会、議員会
全員協議会
議会広報広聴委員会
第290回栃木県市議会議長会議 （真岡市）
第82回関東市議会議長会定期総会
 （さいたま市）

15日
19日

21日
26日

矢板市議会公式のFacebook、Twitterを始めました。
市議会からのお知らせ、ニュースなどスピーディにタイ
ムリーに発信させて頂いています。
ぜひ、ご登録をお願い致します。

お知らせ ご登録お願い致します。

この“矢板市議会だより”は環境に配慮し、
再生紙と大豆油インキを使用しています。




